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可視化システムの利用について

新スーパーコンピュータシステムの導入について

本センターでは,次期スーパーコンピュータシステムとしてFUJITSU VPP700　モデル56の導入を決

定し,平成9年1月7日(火)からサービスを開始します。

なお,現システムVP2600/10　は平成9年2月28日(金)まで暫定措置として並行運用します。

また,新システムのOSがUXPのみとなることから　MSPのジョブ制御言語で記述されたジョブ

をUXPで実行させるための機能(M-VPP連携機能)を10月1日からサービスしています。

新システムの導入は1 2月中旬の予定で,運用方式の変更,ジョブ制限値,利用負担金等の変更及

び並列プログラムの変更等については,今後センターニュースや広報でお知らせします。

新システムを構成する主なハ-ドウェアの概要及び性能は下表のとおりです.

・スーパーコンピュータシステム　FUJ I T SU VP P700　モデル56 ・一一1台

FUJITSU VPP700げル56は,大規模数値計算を高速に処理するためのベクトル並列型スーパ-コン

ピュータです。
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・可視化用システム

1.可視化用サーバ　SiIicon Graphics i-Staition　-・・--　　　　-・-　　　2台

FUJITSU VPP700モデル56で実行した大規模数値計算の結果を可視化するためには,本装置を利用

することができます。

グラフィックス性能

その他　S-VHSビデオ編粟レコーダ,及び最大300dpiの解像度でAO判まで印刷可能なイ

ンクジェット式カラープリンタが付属します。

2.ユーザインターフェースワークステーション　S-7/300∪　・　　　　　4台

FUJITSU VPP700げル56には,次の3種類の科学技術計算機用ソフトウェア(Xルパ)が用意さ

れます。

(a)汎用三次元流体解析システム　α　FLOW

(b)計算材料設計支援システム　MAS PHYC

(C)非線形動的構造解析システム　LS-DYNA3D

これらの科学技術計算機用ソフトウェアの快適な利用環境を提供するプリ・ポスト処理システ

ムを動作させるのが本装置です。

九州大学大型計算機センター広報
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事　項 内　容 備　　　　考

C Pu数
S P E C int92

S P E C_fp92

主記憶容量

磁気ディスク容童

同時表示色

1

252

351

64　MB

4.2　G B

256　色

UltraSPARC-I 167　MHz

※可視化用システムの設置場所は以下のとおりですo利用法等については後日センター

ニュースでお知らせします。

1.箱崎地区

設置機器:可視化用サーバ1.台,ユーザインターフェースワークステーション1台

設置場所:大型計算機センター2階ワークステーション室

2.病院地区

設置機器:ユーザインタ-フェースワークステーション1台

設置場所:附属図書館医学分館3階L L室

3.筑紫地区

設置機器:可視化用サーバ1台,ユーザインタ-フェースワークステ-ション1台

設置場所:機能物質研究所端末分室(北棟2階2 0 2号室)

4.六本松地区

設置機器:ユーザインターフェースワークステーション1台

設置場所:本館2階計算機情報控室(2 1 5-3号室)

(システム運用掛　ダイヤルイン　092-642-2307)

(センターニュースNo.549,平成8年11月22日発行)

ジョブ制限値の変更について

平成9年1月7日(火)から新ス-パーコンピュータシステムFUJITSU VPP700/56のサービス開始

に伴いジョブクラスと制限値を変更いたします。

新スーパーコンピュータシステムでは,最大32並列処理,主記憶54.4　GB (32PE x 1.7GB)の

ジョブ投入が可能になります。また,非並列でも主記憶が1.7 G　まで利用できます。

平成8年1 0月1日からテスト運用しておりますM-VPP連携機能(詳細はセンターニュース

).547をご覧ください) h卜1800のMSPとVP2600のUXP間でしたが,平成9年1月7日から

M-1800のMSPと　VPP700のUXP間に変わります。

変更箇所は次のとおりです。
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MSP関連

変更内容

1. VPバッチジョブ・ジョブクラスW, Ⅹのジョブ投入先をVPP700に変更

2. M-VPP連携機能のジョブクラスY, Zを増設

非並列　標準,大型

並列　　8PE並列　16PE並列

汎用コンピュータ　M-1800/20U

分 枚 行

スーパーコンピュータ　VP2600/10

分 枚 行

*VP2 6 0 0のジョブキューおよび制限値は平成9年2月末まで有効です

九州大学大型計算機センター広報
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UXP関連

変更内容

1.新スーパーコンピュータ　VPP700/56　のジョブキューを新設

非並列　標準,大型
並列　　8PE並列, 16PE並列, 32PE並列

汎用コンピュータ　M-1800/20U

スーパーコンピュータ　VPP700X56

スーパーコンピュータ　VP2600/10

*VP2 6 0 0のジョブキューおよび制限値は平成9年2月末まで有効です

(システム管理掛　ダイヤルイン　092-642-2308)

(センターニュースNo.549,平成8年11月22日発行)
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NOSのデフォルトの変更について(UXP)

平成9年1月7日(火)から,新スーパーコンピュータVPP700/56のサービスを開始します.

これを契機にNQSのデフォルトを以下のように変更します.ご注意ください.

1) qsubコマンドのデフォルトバッチキュー名

(新)新スーパーコンピュータのplキュー

(旧)汎用コンビュ-夕のssキュー

この変更により

ださい.

例) kyu-cc%　qsub　-;q ss test,sh

2) qstat.qdelコマンドのデフォルトマシン名

(新) kyu-vpp (新ス-パーコンピュータ)

(旧) kyu-cc (汎用コンピュータ)

この変更により

さい.
′ヽ′lJへ-′ヽノヽ′ヽノヽ〈

コンビ

subコマンド ユーザは

S|J) kyu-cc%　qstat　@kyu-cc

kyu-cc qdel　-r kyu-cc　5478.kyu-cc

(システム管理掛　ダイヤルイン　092-642-2308)

(センターニュースNo.550,平成8年12月5日発行)

新スーパーコンピュータVPP700/56の利用方法について

新スーパーコンピュータVPP700/56の利用方法を, VP2600/10のFortran資産を移行するための注意点を

中心に解説します.なお,並列化プログラミングの解説,チューニングツールの使用方法などは,今後のセンター

ニュース,講習会資料,広報で紹介する予定です.

1 VPP700/56の概要

九州大学大型計算機センターの新スーパーコンピュータシステムFUJITSU lーPP700/56は,大規模数値計算

を高速に処理するためのベクトル並列型計算機です. VPP700/56札個々のプロセッサ(PE : Processing El-

ement)がそれぞれメモリを持ち,他のPEのデータが必要になった場合は, PE間を相互に結合したネットワー

クを介して転送を行う分散メモリ型計算機です・ VPP700/56で複数のPEを用いた並列処理を実行したい場合
は,並列処理のための命令,データ分割方法, PE間のデータのやりとりなどを利用者自身でプログラムする必

要があります([3]).なお, VPP700/56のPEの総数は56台ですが,同時に利用できるPE数は32台です.

各PEは2GBの主記憶と最大処理性能2.2GFLOPSのベクトルユニットを搭載しています. 1PEあたりの

処理性能はVP2600/10の半分程度ですが, TP2600/10に比べ4倍のメモリを搭載しています・さらに,複数の

PEによるジョブ処理によりスループットは格段に向上するはずです・また,各PEは最大570MB/秒の性能を

持つPE間通信ユニットを2台装備しています.

2　VPP700/56の利用方法

当面は,従来のVP2600/10と同様,汎用計算機M-1800/20Uを経由したバックグラウンドでの利用となり

ます・即ち,汎用計算機M-1800/20Uで作成したFortran, Cプログラムに対し,処理内容を記述したバッチリ

九州大学大型計算機センター広報
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クエストあるいはJCLをqsub(UXP)あるいはsubmit(MSP)コマンドで投入します・投入されたプログラムお

よひナ一夕はTPP700/50に送られ,処理精巣は汎用計算機に返却されます・

1・'PP700/56で動作する言語処理プログラムは以下の通りです・

ソフトウェア名

なお, 1'PP700/56の対話型処理の利用開始は1997年4月を予定しています・また, lP2600/10は1997年

2月まで暫定運用されます・ 1'P2600/10の利用方法は従来と全く同じです・

3　マニュアル

3.1　オンラインマニュアル

対話型の利用ができるまで, 1TP700/56のオンラインマニュアルは汎用計算機M-1800/20UのUXPシス

テム(ホスト名kyu-cc)からrshコマンドを介して参照ください・ホスト名はkyu-vppです・なお, k}'u-cc以
外からの利用はできません.

Jcjru-CCJC rsji ^iiHvpp iiiaii敢t iles普　く一一-VPP7QO/S6の里rtコマンドの参照

kyu-ca% reft; fcJu-ypp: ;tnm VCc less　く一一-VPP700/56のせccコマンドの参府

3.2　マニュアルの購入方法

参考文献にあげた計算機マニュアルはすべて九大生協の書籍部で注文することができます.注文の際はマニュ

アル番号(例えば『Fortran90/VP使用手引書』なら''J2U5-0050")を必ず指定してください・

4　UXPからのジョブの投入

VPP700/56での計算は, VP2600/10の利用と同様, 「バッチリクエスト」と呼ばれるシ-ルスクリプトを

汎用計算機M-1800/20Uで記述・投入することにより行います・

4.1　NQS

4.1.1　バッチキュー

UXPのバッチ処理システムを総称してNQS(Network Queuing System)と呼びます・ 1'PP700/56には使用

できる計算資源に応じてバッチキューが設定されています. 1997年1月現在の制限値は以下の通りです.

キュー名 CPU時間 詰情域 処理形態

翻訳専用のCキューは優先度が高桝こ設定されています.翻訳レベルのデバッグやベクトル化,並列化の翻訳情

報を得るために利用します.並列プログラムの翻訳も可能です.
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s, piキューは,非並列の1PEジョブの翻訳・実行が可能です.従来のFortranプログラムやC, C++プロ

グラムなどを投入します.利用者が使用できる記憶領域は1.7GBです.

p8. p16, p32キューは並列処理を行うためのキューです. Fortran 90パーPPプログラム　メ、ソセージパ、ソシ

ングライブラリを埋め込んだFortran, Cプログラムの翻訳・実行を行います.使用できる記憶領域は, PE数×

1.7GBです.

4.1.2　ジョブ投入にあたっての注意事項

・ 1月より,汎用機のUXP(ホスト名kyu-cc)の利用者のホームディレクトリ(例えば/home/usr9/a79999a)

に.、VPP"というディレクトリが新規に作成されます. VPPはTPP700/56の利用者ホームディレクトリと

シンボリックリンクが張られています・従って　k3'u-ccからTPP700/56-ジョブを投入する場合,使用

するソースプログラム,データは必ずホームディレクトリ下の・`vpp…下(例えば/home/usr9/a79999a/VPP)

に作成してください.

●　並列ジョブを実行する場合は,必ず翻訳時オプションーWxを指定してください.

・ pで始まるキューのCPU時間の上限は20時間です. CPU時間の打ち切り時間を20時間以下に設定した

い場合はqsubコマンドの-1Tオプションで指定します.

VP2600/10のMSPシステムでサポートしていたジョブのリスタート機能はVPP700/56ではサポートさ

れません・従って,実行中のジョブが定期保守時間などで実行を中断された場合,処理の始めから(自動的

に)再実行となります・

・制限値を越えるジョブを投入したい場合は,個別対応となります　request6cc.kyushu-u.ac.jpまで連
絡ください.

4.2　バッチリクエストの記述例

バッチリクエストはエディタでファイルとして作成します.サフィックスに特別な決まりはありませんが,認

識し易いように統一することをお勧めします.

4.2.1標準的な形(1PE)

#　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一-CShで記述

cd玉XAMRLEこ　　　　　　　　　　　　　く1--ヂィレクも1)の移動

蝕'*: -#8 -馳サーn#. I朋七>tm　　　　　く一一翻訳

a, oil;結　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一一実行

先頭の#は,バッチリクエストがcshの文章であることを意味します. #を指定しない場合はshが走りま

す・次の行のcdは,ディレクトリをVPP700/56の~/EXAMPLEに移動するコマンドです(kyu-ccのディレクト

リではありません)・

初期ディレクトリはバッチリクエストを投入した場所ではなく, 1・'PP700/56のホームディレクトリとなりま

す.従って,プログラムを翻訳・実行するディレクトリを必ず指定してください.

次の行はfrtコマンドでtest.f90を翻訳する処理です.翻訳オプションとして,ベクトル化メッセージとプ

ログラムリストの出力を指示しています・これらはチューニングのための情報として有益です・また, 1'PP700/56

のFortranシステムではベクトル化オプションが標準値となっていますので,従来のIJオプションの指定は必要

ありません.最後の行は作成したa.outを実行するコマンドです.

九州大学大型計算機センター広報
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4.2.2　Fortran 90/VPPの起動

#　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く-cshで記述

cd: EXAMPLE　　　　　　　　　　　　　く一一一ディレクtWの移勤

王rtーW* -Ps -Wv,-m3 test.f90　　　く一一翻訳

a.out　　　　　　　　　　　　　　　　　く1--実行

-wxオプションの指定により　Fortran90/VPPが起動され,並列プログラムの翻訳を行います・

4.2.3　ベクトル化レベルを下げて翻訳・実行

#

cd EXAMPLE

frtーPs -Wv.;,-aii,-m3 test.f90　　く-一式の評価順序の変更を抑止

a.out

ベクトルモードでは,高速化のために式の評価順序を変更する最適化を行います.その際,丸め誤差の影響か

ら計算誤差が発生することがあります.オプションーWv,-anの指定により,式の評価順序の変更を抑止した実行

結果と比較することで計算誤差の影響をチェックできます.最適化レベルは自動的に-Obになります.また,実

行時間は増大します.

4.2.4　最大限の最適化を行う

#

C迂　EXAMPLE

まrt -0ゴーKVPP700 -Ps -Eipue -Wv,ふnf一-Ov,-m3 test.f90　く-一朝訳・最大限の最適化

a.out　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一実行

VPP700/56用の最大限の最適化を指示します・最適化に伴う副作用の可能性を指摘するオプション(-E)もあ

わせて指定します.通常は省略値で十分ですが,プログラムによってはかなりの高速化が得られることもありま

す.

4.2.5　実行ファイルを作成する

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く--cshで記述

cd: EXAMPLE　　　　　　　　　　　　　<.・一十ディレクトリの移動

frt -b B.oirfe: -P良一恥,-m3 t匂at.」90　く-一一新訳

test.f90を翻訳して,実行ファイルb.outを作成します.実行はしません.

4.2.6　実行のみ

*

cd EXAMPLE

b.out　　　　　　　　　　　　　　　　　く--英行のみ

既に翻訳が完了しているb.outを実行します.このように,翻訳・実行を一つのスクリプトに続けて記述す

る必要はなく,別個に処理を依頼することもできます.
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4.2.7　標準入出力の例

#

cd: El山tPl温

r-.w.iサfサォffiwォi?n田kサ.Vt-M.1回i泡 く一一一実行

UNIXのリダイレクション機能はそのまま使えます・装置参照番号5番が標準入力(stdin), 6番が標準出力

stdout)に対応しています・例ではin.dataからデータを読み込み, out.dataにデータを書き出しよ9'・

4.2.8　環境変数としてのファイル処理

プログラム中に陽にファイルを指定する以外にも,環境変数によって装置参照番号とファイルを対応づけるこ

ともできます.環境変数は

fuNN,ファイル名

です. NNは2桁の装置参照番号(00-99)を指定します・ファイル名はパス名込みでも構いません・例では装置

参照番号1番にexl.dataを対応づけています.

#

c:d EXAMPLE

ゴ33b　-ps　一恥,-血3 test.t90

setenv fuOi Ml -data
a.. out

く一一cShで記述

<一一一ヂィレクOの移動

く一一翻訳

く--一装置参照番寺1番にexl.dat社を割り当てる

3S3巴眉

shの場合は割り当て方法が異なります.バッチリクエストファイルの先頭の`.#"がないことに注意ください.

C速EXAMPLE

ま出　^Ps -Wv,-m3 test-王90

王札01=exl.data

export fuOl

^w誕tm

<-ディレク・ト1)の移動

く一一一翻訳~

く一一一装置参府番号1番にexl.dataを割り当てる

く一一一実行

4.2.9　M形式のファイル処理

VPP700/56の浮動小数点形式はワークステーションで広く使われているIEEE形式と呼ばれるものです・一

方,汎用計算機M-1800/20Uとベクトル計算機VP2600/10の浮動小数点形式はM形式と呼ばれるものです・ M-

1800/20UおよびVP2600/10で作成したM形式のバイナリーデータをVPP700/56で読み込んだり, VPP700/56

の出力するIEEE形式のバイナリーデータをM-1800/20Uで読み込んだりする場合に札　2つの形式を実行時オ

プションによって変換する必要があります.ただし,変換可能な型は実数型,複素数型データのみです.

実行時オプションは-Wlのあとにカンマで区切って指定します.

-Wl,-Cuno　装置参照番号unoからのバイナリーデータの入出力をM形式で行います.

unoの指定がない場合は,すべての装置参牌番号を指定したものとします.

-Wl ,-M IEEE ⇔ M浮動小数点形式の入出力変換後に浮動小数点データの仮数部の一部が

損失した場合,診断メッセージを出力します.

♯

cd EXA把PLE

bL.'out -Wl.-C一珂 く---b.outを実行.入出力はM形式

b.outを実行する際に,バイナリーデータの入出力をM形式で行います.
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4.2.10　SSL II/VP (Offi^

#

cd EXAMPLE

frtーPs -・v,-m3 teatL王90 -Issl2yjj　　く--翻訳. SSL II/TOを結合

臥out　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く--一実行

SSI- IIハ'pのサブルーチンを使用している場合は, -Issl2vpを指定します.

4.2.11　NUMPACの結合

#

cd EXAMPLE

かt -Ps -WV,一m3 to白t.ま90 -Itiumpac　　く一一一翻訳.抑MPACを篇替

a.ouも　　　　　　　　　　　　　　　　　　<一一一実行

NUMPACのサブルーチンを使用している場合は　-lnumpacを指定します.

4.2.12　SSL II/VPPの結合

#

cd EXAMPLE

frも-Wx -Ps -Wv,-m3七es七f90 -Issl2ypj>　く一一翻訳. SSL II/VPPを緑青

臥out　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一実行

SSL II/VPPのサブルーチンを使用している場合は　-Issl2vppを指定します.

4.2.13　私用ライブラリの結合

#

cd EXAMPL耳

s et eitv WーLIB組MjPXt封/知ine/usrO/&&899&/mit&　　　　　<- -一検索パスの指定

王rtーPs -Wv,一m3 test.f90 -lmylib　　　　　　　　　　　　　く--1翻訳.私用ライブラDを結合

a.ont　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く一一実行

VPP700/56の~/MYLIB下の私用ライブラリIibmylib.aを結合します.検索パスを通していない場合は,

フルパスで例えば,

距もーPs -:Wv,一m3 test.空90 -L/home紬st9/a79999a/JMYIiII -1%lili

と指定します. VPP700/56のホームディレクトリまでのパスはrsh kyu-vpp pwdで参照できます・

4.2.14　C/VPの利用

ベクトル版C(コマンドvcc)を利用する場合も,バッチリクエストの記述方法はFortranと同様です・

#

cd EXAMPLE

vcc test.c

a.out

オプションはrsh kyu-vpp man vccで参照ください・

-65-
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4.3　バッチリクエストの投入

4.3.1 qsubコマンド

バッチリクエストファイルの処理はqsub(/usr/bin/qsub)コマンドで依頼します.形式は

qsubu optionsuscriptfile

です. optionsはオプションを空白で区切って指定します. scriptfileはバッチリクエストのスクリプトファイル

名です.主なオプションは次の通りです.

-ququeue

一mb

~me

一m1

-muuuser

queueはキュー名です・省略すると, VPP700/56のplキューに投入されます・

バッチリクエストの実行開始をメールで通知します.

バッチリクエストの実行終了をメールで通知します.

バッチリクエストの統計情報をメールで通知します.

バッチリクエストに関するメールをuserに送ります　userは,九州大学大型計算

機センターの利用者であればIogin nameで,他のマシンに送る場合は@付きのア

ドレスを指定します.

-euerrfile　標準エラー出力(翻訳結見timexの情報など)を指定したファイルerrfileに出力

します。指定がない場合は,リクエストを投入したディレクトリ下に「スクリプト

ファイル名.eリクエスト番号」という名前のファイルが自動的に作成されます.

-ououtfile　標準出力を指定したファイルoutfileに出力します.指定がない場合は、リクエス

トを投入したディレクトリ下に「スクリプトファイル名.oリクエスト番号」とい

う名前のファイルが自動的に作成されます.

-eo　　　　標準エラー出力を標準出力と同じファイルに出力します.

-lTufoVrae　使用するバッチリクエストのCPU時間の上限を設定します.設定は[[時間:]分:]

秒です.

【制限値の指定例】

-IT 10:35:20　10時間35分20秒

-IT 12345　　12345秒

-IT 59:45　　　59分45秒

-lPv 並列処理で使用するPE数を指定します.

メールでの通知オプションとは別に,利用者の課金システムよりバッチリクエストの実行に要した課金情報が

実行終了後メールで送付されます.

なお, 1月7日からqsubコマンドのキューの省略値がss(汎用機)からplに変更されますので, k),u-ccの

ssキューに投入する場合は-q ssオプションは省略できなくなります.

4.3.2　qsubコマンドオプションの記述

qsubコマンドのオプションは,バッチリクエストファイルに記述することができます.オプションは# QSに

続けて空白を置かずに指定します.

ft

一句S-e0　-me

#色事-1才1:30tQサ

C迂EXAMPLE

要rt一触-X* -:恥,一m3こ廿QSも.*9Q

[5K*B13

く一一csh !で記述

く一一qsubオプションの指定例(1)

く一一一qsubオプションの指定例(2)

く-}頭イレクTWの移動

く一一翻訳

く一一一実行
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4.3.3　バッチリクエストの投入例1

以下,バッチリクエストの記述されたファイル名をa.shとします.

軸叫-CCX jijs蛸-cji s a.sK　田
Kequ$8/t; 54絡・悲p.rcci sutyiti怖e在to; quetiet 8 ・

く一一一パッチyクエ貫首の投入例1

汎用計算機M-1800/20UからVPP700/56のSキューに投入しました・下線部の"5466"がリクエスト番号,I

"kyu-cc"がホスト名です・ "5466.kyu-cc"でリクエスト名を構成します.実行が終了すると,スクリプトファ

イル名とリクエスト番号に対応した標準エラー出力ファイルa.sh.e5466と標準出力ファイルa.sh.05466が

返ってきます.

蜘-ccftU　旬
tes-fc.ま9O　　在蠎out a:. Sh　　　　　色→昏社, 0546S :&・.日払05466

4.3.4　バッチリクエストの投入例2

kyu-ccX甲由一<j:pt -o p止・data -eo a.sh　固　く一一一′ヾ労費リクユ鼻下の投入倒2

Request b^eT^kyu-cc submitted to (jueue: :j>l.

plキュー-投入しました・-q piは省略可能です.標準出力ファイル名をout.dataに,また標準エラー出

力を標準出力と同じファイルout.dataに出力します.実行が終了すると,標準エラー出力と標準出力が同一の

ファイルout.dataに格納されて返ってきます.

kyu-cc% Is 〕由
もest.ま90　　　血.out a ,sli:　　　　　out. data

4.3.5　バッチリクエストの投入例3

蜘-ccji (jsiai} -gj;pま6 -m昏-mi: a.sK　◎　　　く一一一パッチジグ芸ストの投入例3

s*&S卓et 5467:.栂町CG閑地it維ea to queulet s>t&.

VPP700/56のp16キュー-投入しました・オプションとして,実行終了と統計情報をメールで知らせること

を指定しています.

4.3.6　メールの送り先

VPP700/56で対話型処理のサービスを開始するまでは,汎用計算機M-1800/20UのUXP/Mシステム(ホス

ト名kyu-cc)にメールが転送されます・

4.4　ジョブの状態表示

qsubコマンドにより依頼したバッチリクエストの処理状況は　qstatコマンドによって調べることができま

す　qstatコマンドはバッチリクエストの処理状況をキューごとに出力します.形式は

qstatu^machine

です.、 machineは計算機のマシン名を指定します.なお, 1月7日からマシン名の省略値がVPP700/56のマシ

ン名kyu-vppに変更されますので, VPP700/56の処理状況はqstatのみで調べることができますまた, kyu-

ccに投入したスカラージョブの処理状況が知りたい場合はqstat @kyu-ccを指定するようになります・

栂也-ccX申tat: I *…　固　　　　く- VPFToo/66の処理状況を表示

-67-
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4.5　リクエストのキャンセル

4.5.1　qdelコマンド

誤って投入したバッチリクエストや,これ以上実行する必要がないと判断したジョブのキャンセルはqdelコ

マンドで行います.形式は

qdeluoptionsurequest-id

です　optionsはオプションの並び, request-idはリクエスト名です.

リクエスト名はqstatコマンドのREQUEST IDで確認することができます. qdelコマンドのオプションは次

の通りです.

-k　実行中のバッチリクエストに対してキャンセルを行います. -kの指定がない場合

は,実行待ちのリクエストだけをキャンセルします.

4.5.2　リクエストのキャンセル例

fcpx-ccX曳申1 :S4T8.fcyu・一cc　固　く---VPP700/56の実行待ちリクニスほ汎用機からキャンセル

Rqu色白t $470.栂tt-cc ha串b朗n deleted.

実行中の場合は-kオプションの指定が必要です。

ky㌣cc)tかトfc 5479,kyu-cc Q3)く　VPP700/56の実行中のリクエストを汎用機からキャンセル
R的ue白t 54/9fkyu-cc is ru岬ing> an4 has been signalled.

4.6　NQSの注意点

バッチリクエストを投入した段階で,スクリプトに記述したプログラムおよびデータファイルの修正は絶対に

しないでください. NQSはバッチリクエストが投入された段階でのファイル群のコピーや排他的な処理をしませ

ん.従って,リクエストを投入した後でこれらのファイルを修正すると,修正後のファイルを翻訳・実行するこ

とがあり,全く異なる結果や異常終了を起こす可能性があります.

その場合,別なディレクトリにコピーを持つか,同じディレクトリの場合でもバッチリクエストを投入する前

の段階で別な名前のコピーを持つなどのファイル管理をお願いします.

5　MSPからのジョブの投入

5.1　M-VPP連携機能

MSPからVPP700/56の利用は「M-VPP連携機能」と呼ばれるソフトウェアを介して行います.

従来のVP2600/10はUXPとMSPの2つのOSが動作していましたが, VPP700/56ではUNIX OSであ

るUXPに一本化されました. M-VPP連携機能は,汎用計算機M-1800/20のMSPシステム(ホスト名kjru-msp)

からVPP700/56のUXP/Vシステム(ホスト名kyu-vpp) -バッチジョブを投入し,処理結果をMSP-返すと

いうMSP利用者のためのシステムです.浮動小数点形式の変換および並列ジョブの翻訳は自動的にオプションが

設定されますので,利用者が陽に指定する必要はありません.

5.2　制限事項

M-VPP連携機能には以下の制限があります.なお,制限事項は適宜改善していく予定ですので,以降のセン

ターニュースに注意願います.

・システム記憶装置(SSU)はサポートされません.
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・ジョブのリスタート機能(CPR)はサポートされません・

●翻訳/結合編集/実行を行うsTEP=CLG,および翻訳を行うSTEP=Cの形態でのみ利用できます.ロードモ

ジュールを作成して保存したり,ロードモジュールの実行のみを行うことはできません.

・使用可能な数値計算ライブラリはSSL II/VP, SSL II/VPPとNUMPACです・その他のライブラリは移

行・代替方法が決まり次第お知らせします.

・PKSやGRAPHMANなどの図形ライブラリは利用できません.汎用機での処理をお願いします.

●私用ライブラリは利用できません.

●実行時オプションは指定できません.

5.3　ジョブクラス

VPP700/56専用のジョブクラスW, X, Y, Zを新設します・制限値は以下の通りです・

ジョブクラス名 CPU時間 記憶域 処理形態

16台を超えるPEを利用した並列ジョブを実行する場合は, UXPを利用ください.

5.4　JCLの記述方法

5.4.1　カタログドプロシジヤ

FORT　　　, VPP=YES

[,OPT=B|Eけ]

L ,OPTION='opfton-Zist']

[,UCS=UCS名]

[,FCB=FCB名]

【パラメータの説明】

VPP=YES

OPT={B I EけI

OPTION= 'option-lisV

ucs=ucs名

FCB=FCB名

Fortranジョブの実行(翻訳/結合編集/実行)を1'PP700/56で行うことを指定

最適化のレベルを指定.省略値はE

翻訳時オプションをUXPのコマンドライン形式で指定する.

プリンタ出力時のUCS名を指定

プリンタ出力時のFCB名を指定

5.4.2　翻訳時オプションの指定方法

翻訳時オプションを指定する方法は,ソースプログラムの◎FORTRAN行を利用する方法と, oPTIONパラメー

タにUXPの翻訳時オプションリストを記述する方法があります.

//A79999AV Jl油CLASS=Z

// EXEC FQRT-VPP=YES.8PT王cw=　-Wy,-m3'

//FOftT. SYSHI DP DSK=A79999]L PRflG. FORT,DISP=S皿

//

UXPのコマンドラインのオプションは,大文字/小文字を区別します.小文字を入力できない端末の場合は,
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直前にEBCDIC-ASCIIの"¥"を記述します.

/伽79999AV: JOB! OfcASS報

Jf E玉EG: iEOM.YPP^YES

//紬RT.SYS加1油・一事

岬O&TRA好かOADVA甘CED (叩印し)、, DE叩G (S坤cHK)

M :　　　　　m ds肘A79999A-.PROG. FQRT. PISP^SHR

//

QFORTRAN行は翻訳されるすべての翻訳単位に対して有効となる翻訳指示行です.なお, UXPのコマンドラ

インでのオプションと比べ,翻訳指示行で指定できるオプションはかなり制限されています(翻訳指示行オプショ

ン形式とコマンドオプション形式との対比表は[2]を参照)・

5.4.3　データセットの指定方法

ジョブの実行に必要なデータセット(プログラム,データ)は, DD文で指定します・インクルードデータセッ

トFORT.SYSINCおよびoPTION='ELM(*)を指定した場合のFORT.SYSINにのみ区分編成データセットの指定

が許されます.その他のデータセットには順編成データセット,または,メンバ名指定の区分編成データセット

を指定してください.

DD文で指定したデータセットは,連携機能の標準的な解釈によりシステム間で自動的に転送されます.この

解釈が適当でない場合は, DD文のDATATYPEパラメータでデータ形式および転送方法を指定してください.

【DATATYPEパラメータ】

DATATYPE=(

(

S氏c

TXT

FBIN

BIN

蝣¥

CNV

NOCNV

【パラメータの説明】

●第1パラメータは指定したデータセットのデータ形式を指定します.

sRC　　ソースプログラム

TXT　　書式付き順次入出力データ

FB工Ⅳ　書式なし順次入出力データ

BIN　　書式なし直接入出力データ

FORT.SYSINまたはFORT.SYS王NCで指定したデータセットはSRC,その他のデータセットはTXTが省略値

となります.

・第2パラメータは文字コードの変換(EBCDIC-ASCII, JEF ⇔ ASCII, EUC)の有無を指定します・

CⅣⅤ　　文字コードを変換する

NOCNV　文字コードを変換しない

データ形式がsRCまたはTXTの場合はCNV, FBINまたはBINの場合はNOCNVが省略催となります.

●第3パラメータはMSPからUXP-のデータセットの転送の有無を指定します.

EXP　　データセットを転送する

NOEXP　データセットを転送しない

九州大学大型計算機センター広報
Vol. 30　No. 1 1997 -70-



報
』ヒ
■コ

DISPパラメータにoLDまたはSHRを指定した場合はEXP, NEWまたはMODの場合はNOEXPが省略催と

なります.

●第4パラメータはUXPからMSP-のデータセットの転送の有無を指定します.

IMP　　データセットを転送する

NOIMP　データセットを転送しない

データセットがUXPで更新された場合はIMPが省略値となります.

【パラメータの指定例】

●データセットのデータ形式が書式なし順次入出力データの場合.

//GD.ETOIFOOI DD DS∬ =A79999A. IN.DATA-DISP=Sll^DATATYPE" (FBI脚

●データセットのデータ形式が書式なし直接入出力データの場合.

//GO◆FTO2FOOI DO二D甜=*A79999A. IO.DATA,&xsp=s脱;SmOTe* (B工井)

・既存のデータセットにデータを出力する場合(MSPからUXP -の転送が必要ない場合).

//GD.ET03FOOI DD BSH=179999A. DUT.DATA,i)ISP=SHIt, DAfAtYPiH‥ HDEXP)

5.5　JCI一の記述例

以下,ジョブ制御文(JCL)の例を示し,従来の制御文と連携用の制御文との変更点を説明します.

●従来のJCh例

汎用計算機M-1800/20Uから1'P2600/10 -翻訳/結合編集/実行処理を依頼する従来のJCLの例です.

//A79999AI JqB CLASS=V

// EXEC :FDRTi,::V.P古YES,OPTIQ打　>NOSOURCE3

//FOET.SYSI甘

A/GO. RYS王Ⅳ

5　5　3600

//GO. FTOIFOpi

//GO.FTO2印01

//GQ , FTQ3FOOl

//

//

DD DS封-A79999A:. PRDJ.甘OB」,mSPォS恥

DD　*

DD DS封=A79999且.ARRAY:.DATA , D王SP=SHR

DD :DSy票A799991¥REP白RT. DATA. DIS」*SHR

DD DSH=」79999A. NEWA:VMTA,PISPと(NEW,CAnG). WIT=?SB ,

SPACE= (TRK, (100 , 10) ,;RLSE}

●連携用JCI一

汎用計算機M-1800/20UからVPP700/56 -翻訳/結合編集/実行処理を依頼する連携用JCLの例です.
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//A79如9AI JOB CLASS=X

ffl EXEG FロRK.VPP声YES

//fob;乳SY5XS DD軒

qFOfctKA廿甘OSO甘RcE

//

//GQ. SYSIN

5　6　3600

//GO.こFTQIFOOl

//GQ.FT02FOOl

/fGm FTQ3FDOI
/

∴

/H
u

DD BS淑軸掬999A:.PRPJ.:FDET,C王SP告SHR

DB: *

DD DS甘=A79999A. AR恥Y‥.DATA、,DISP^SHR,DATATYPE*(FB王Nl)

D泣　DS∬ 'A79999且,:REPQRT.;DATA:,!>ISPヱSHR

DB; US好強79999JL.陀WA. DATA>PISP葛(陀H. CATtG) , DH工T等PffB;,

sBAOE岩(TR臥(100 , 10) ,批SE> ,D#rATY招ま(F8工辞)

ヽ
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【説明】

(1)連携ジョブはジョブクラスW,X,YまたはZを指定します・

(2)連携ジョブはカタログドプロシジャFORTの"VPP=YES"パラメータを指定します・

(3)翻訳時オプションを指定する"OPTION='パラメータはUXPのコマンドラインでのオプションか"QFORTRAN"

行を利用して指定してください.

(4)テキスト形式以外のデータセットの場合は`"DATATYPE"パラメータでデータ形式を指定します・

5.6　実行状況および結果の確認

連携ジョブの状態はSTATEコマンドで確認できます.実行結果は,通常のジョブと同様にMSOコマンドな

どで確認できます.連携ジョブの場合は,ジョブログ部分にKKAで始まる識別子を持つメッセージが出力されま

す.また,メッセージKKA002工でUXP側で消費したCPU時間を知ることができます.

5.7　連携ジョブのキャンセル

キャンセル方法は従来のジョブと同じです. cANCELコマンドを使用してください.

READY

CAJiGEt A79999AX (J1234)

6　VP2600/10からの移行

6.1 VP2600/10とVPP700/56の差異

ヽ′T2600/10とVPP700/56では,以下の点が大きく異なります・

九州大学大型計算機センター広報
Vol. 30　No.1 1997
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6.2　浮動小数点形式

VPP700/56は浮動小数点をIEEE形式で表現します・一方, VP2600/10, I-I-1800/20UはM形式(IBM形

式)です・単精度および倍精度型データに対する表現方法の違いは以下の通りです・

*隠れビットを含む.

指数部でIEEE形式はM形式に比べより広い数を表現できます.その代わり仮数部では倍精度型で3ビット少な

くなります.しかし, 10進の精度で見ればほぼM形式と同じ15桁が表現できます. IEEE形式は,ほとんどの

ワークステーションで採用されている浮動小数点形式で,ワークステーション上で書式なし出力文によって作成

したデータをそのままヽTP700/56で読み込むことが可能です・

6.2.1　M形式とIEEE形式の変換

実行時オプションーWl,-Cを指定することで,書式なし入出力文実行時にREAD文でM形式からIEEE形

式に, WRITE文でIEEE形式からM形式にデータを変換することができます.汎用計算機M-1800/20U(M形

式)で一Cを指定した場合はこの逆の変換になります・
ただし,変換可能な型は,実数型,倍精度実数型,複素数型,倍精度複素数型のみです.それ以外の型がデー

タの入出力並びに指定されている場合は形式の変換ができませんのでご注意ください.

また, hISPからジョブを投入する場合,変換は自動的に行われます.

VPP700/56上で作成された実行ファイルをa.outとすると,シェルスクリプトの例は

#

frt　-Ps　-Wv,-mS test.f90

甲tehV伽01 input.data

setenv iu02 output.data

a.out　ーWl,-C く1--すべての入出力を比形式で行う

と記述します.

lCに続けて装置番号を指定すると,その番号のみの入出力がM形式で行われます. M形式で作成されたバ

イナリーデータを装置番号1番から読み込んで,処理結果をIEEE形式で装置番号2番に書き出したい時は,次

のように書きます.

#

frt　-Ps　-Wv,-m3 test.f90

Beteltv; fuOl mput.data

setenv fu02 btitput ・aata

臥out　-Wl,-Ci く一一一装置番号1番からの入出力を凹形式で行う

2番の入出力はエEEE形式

また　Fortran 90/YPシステムでサポートされているIETOM, MTOIEサービスサブルーチンによる浮動小

数点形式の変換も可能です.引用形式は以下の通りです.

CALLエETOM(Rl ,R2,TYPE,RETCD)

-73-

九州大学大型計算機センター広報

Vol. 30 No. 1 1997



報 普

lifl

R2

TYPE

RETCD

変換前のIEEE形式データ.スカラー変数または配列要素名.

変換後のM形式データ.スカラー変数または配列要素名.

データの型を指定.

o=実数型, 1=倍精度実数型

復帰コード. 4バイト整数型.

0-正常終了, 4=仮数部が最大3ビット損失,

8-指数オーバーフロー,または指数アンダーフロー,または非数値データが検出された.

12=引数TYPEの指定に誤りがある.

CALL MTOIE(Rl ,R2,TYPE,RETCD)

Rl　　:変換前のM形式データ.スカラー変数または配列要素名.

R2　　:変換後のIEEE形式データ.スカラー変数または配列要素名.

TYPE　　　データの型を指定. IETOMと同じ.

RETCD　　　復帰コード. IETOMと同じ.

6.2.2　精度の損失

実行時-wv,-Cオプションによる浮動小数点データの変換では,もともとの仮数部と指数部の持つ情報量の差

から,以下のような精度の損失が起きる可能があります.

複素数型は実部と虚部それぞれに上の型に応じた情報の損失が起こる可能性があります.実行時オプション

ーWl,-Mを指定すると,変換処理の過程で生じたビット損失,オーバーフローなどに関するメッセージが出力され

ます.

a.out -Wl,-C,-M　く1--ビット損失の検査

6.3　ハードウェアの違いによる影響

1-'PP700/56とVP2600/10とは,ハードウェアの違いから実行結果が異なる可能性があります.例えば,か

なり厳しい(マシンイブシロンに近い)収束条件をIF文に組み込んでいるような精度に敏感なプログラムでは,実
行結果が影響を受ける可能性があります.

また, VP2600/10とVPP700/56はバイナリレベルの互換性はありませんので,オブジェクトファイル,実
行ファイルは再作成となります.

6.4　言語仕様レベルによる差異

VPP700/56のFortranシステムは, Fortran 90, FORTRAN 77,およびFORTRAN IVの言語仕様に対

応しています.ただし,並列プログラムを実行する場合は, FORTRAN IlJ言語仕様は利用できません.

UXPでは,言語レベルはサフィックスにより自動的に決まります.また,翻訳時オプションで指定すること

も可能です.

九州大学大型計算機センター広報
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6.5　FORTRAN77 EX/VPとの互換性

6.5.1　動作を保証するには

TP2600/10のFORTRANシステムであるFORTRAN77 EX/VPシステムの動作をFortran 90/VPでも保
証したい場合は,翻訳時オプションとして-Xf7を指定します.

王rt -Xf7 test.ま90く　FORTKAN77 EX!VPとの互換性を保証

ただし,この互換性は言語の解釈の互換性であって,ハードウェアの違いから生じる精度の違いは保証できま

せん.

6.5.2　サポートされない機能

1'P2600/10とVPP700/56のシステムの機能の違いによってサポートされなくなった機能で特に重要なもの

を以下に列挙します.

●一次回帰演算のベクトル化

DOループの1回前の実行で定義された値を用いた一次回帰演算はVP2600/10ではベクトル化されていまし

たが, lPP700/56ではベクトル化されません・

●デバッグ機能

デバッグオプションは新システムでは　-Da. -Ds. -Duのみがサポートされ,それ以外のデバッグオプション

ーDb. -Di. -Do. -Dt. -Dvは使えなくなります.

・CLOCK, CLOCKVの引数

実行開始からのCPU占有時間を返却するCLOCKサブルーチン,およびCPU占有時間とベクトルユニット

占有時間を返却するCLOCKVサブルーチンの引数は,これまで省略可能なものがありましたが, Fortran90/YP

では省略できなくなりました.引数を省略した場合は,実行時に異常終了します.

●翻訳時間

Fortran90パーPは,従来のベクトル化や最適化にプラスして,スカラープロセッサー向けの最適化を行ってい

ます・そのため,翻訳時間は一般的に1'P2GOO/10と比較して長くなります・また,実行ファイルも多少大きくな

ります.
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e-mail : f70029a@kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.550,平成8年12月5日発行)

利用負担金改定のお知らせ

平成9年1月から新スーパーコンピュータシステム(ベクトル並列型スーパーコンピュ-タ: FUJITSU
VPP700　モデル56)を導入し, 1月7日(火)より運用を開始します。このことに伴い,平成9年1月7日
から利用負担金の一部を表1のとおり改定いたします。改定内容は表2をご参照ください。

表1.新利用負担金表

区　　　分 負　　担　　金、　の　　算　　定　　基　　準

スーパ⊥コンピュータを利用する場合
1件の演算時間のうち
5分まで　1秒(1秒未満の端数があるときは,その端数を

切り上げる。以下この表において同じ。 )につき　　3円

罪

負

担

金

バ　ッ　チ　処理
5分を超え1 5分まで
15分超

汎用コンピュータを利用する場合
1件の演算時間のうち
5分まで
5分を超え1 5分まで
15分超

1秒につき
1秒につき

1秒につき
1秒につき
1秒につき

1円
0.4円

会話型処理

スーパーコンピュータを利用する場合　1秒につき
汎用コンビュ-夕を利用する場合　　1秒につき
分散メモリ型小規模並列コンビ3.-タ　1秒につき
を利用する場合
ライブラリサーバを利用する場合　　1秒につき

入
出
力
負
担
金

続接末棉
専用回線又は交換回線を利用する場合
接続時間1分(1分未満の端数があるときは,その端数を

切り上げる。以下この表において同じ。)につき　0.5円

L
3ン日

ソプ

プリンタ用紙
高画質カラープリンタ用紙(A5判)
高画質カラープリンタ用紙(A4判)
大型カラープリンタ用紙(AO判)

1頁につき
1貢につき
1貢につき
1貢につき

3BI
180円
360円
4,000円

フ
ァ
イ
ル
使
用
負
担
金

デ　ィ　ス　ク

使用期間　1日当たり
500キロバイト(500キロ!ヾイト未満の端数が
あるときは,その端数を切り上げる。)につき

マスストレージ

使用期間　1月(1月未満の端数があるときは,その端数を
切り上げる。)当たり100メガバイト(100
メガバイト未満の端数があるときは,その端数を
切り上げる。)につき 500円
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区　　　分 負　　担　　金　　の　　算　　定　　基　　準

ワークステーション

負　　　担　　　金

使用時間　　　　　　　　　　　　　　1分につき　　　　　　　　3円

特定ヂ-タペースを利用する場合
使用期間　1年(1会計年度)当たり
1種類のみを利用するとき

データベース負担金
3,000円

(1種類のみを利用し,データベース負担金を既に支払った
者が, 2種類以上利用することとなった場合の同負担金は
2, 000円を加算するものとする。)
2種類以上を利用するとき　　　　　　　　　　　　　5, 00 0円

各区分共通負担金 各区分に従い算出した利用負担金額の合計額に100分の3を乗じて得た額

備考
1演算負担金バッチ処理の項中スーパーコンピュータを並列プログラムで利由する場合の
負担金については,各演算時間中その最長の演算時間を基にして算出するものとし,スー
パーコンピュータを1 7並列以上のプログラムで利用した場合の負担金の算出基準は,同
項に規定する演算時間の区分に従い各々その単価の2倍とする。
2　演算負担金会話型処理の項中分散メモリ型小求模並列コンピュータ利用の場合の負担金
については,フロントエンドプロセッサの演算時間をその算出基準とする。
3　利用負担金は,利用者の登録番号(利用者番号に支払いコードを加えたもの)別に月ご
とに集計するoただし,データベース負担金については,当該利用を開始した月に集計す
る。

4　利用負担金額(各区分共通負担金を除く。 )の合計額が1 0 0円に満たない場合は,こ
れを1 00円に切り上げる。
5　この表において「特定データベース」とは,センターが第3着との有償契約に基づき保
有しているデータベ-スのうちセンターが指定したものをいうo

表2.利用負担金新旧対照表

区　　　分 旧 節

バ　ッ　チ処理

スーパーコンピュータ

5円/秒(5分まで)
3円/秒(1 5分まで)
1円/秒(1 5分超過分)
汎用コ　ン　ピュータ

4円/秒(5分まで)
2円/秒(1 5分まで)
1円/秒(1 5分超過分)

スーパーコンピュータ

3　円/秒(5分まで)
1円/秒(15分まで)
0.4円/秒(1 5分超過分)
同左

会話型処理
(旧TS S処理)

5円/秒(ス-パーコンピュータ)
4円/秒(汎用コンピュータ)
1円/秒(並列計算機)

0. 5円/秒(ライブラリサーバ)

3円/秒(ス-パーコンピュータ)
同左
1円/秒(分散メモリ型小規模並列

コンピュータ)

同左

入
出
力
負
担
金

プ　リ　ン　タ

(旧7°リンタ出力)
4円/枚
高画質カラープT)ンタ
180円/貢(A5版)
360円/貢(A4版)

同左

180円/貢(A5判)版-判
360円/頁(A4判)版-判
大型カラープリンタ(AO判)
4,000円/貢

端　末　接　続 0. 5円/分(専用回線又は交換回
線を利用する場合)
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区 分 旧 節

使
用
負
担
金

フ
　
7
イ
ル

デ　ィ　ス　ク 1円　500KB　日

マスストレー

ジ
500円100MB　月

ワークステーション

負担金
3円/分

データベース負担金
特定データベースの利用
000円/年(1種類)
5, 000円/年く2種類以上)

各区分共通負担金 各区分に従い算出した利用負担額の
合計額に百分の三を乗じて得た額

1並列計算機利用

2　利用者の登録番号ごとに集計

3　利用負担金額の合計額
4 「特定データベース」

1並列7'げラムで使用した場合の
負担金については,各演算時間
中その最長の演算時間を基に算
出. 17並列以上の7.げラムで使用
した場合各々2倍の単価
2　分散メモリ型小規模並列コンピ
ュータ利用
3　利用者の登録番号別に月ごとに
集計ただし、データへ一一ス負担につ
いては,当該利用を開始した月
に菓計
4　同左
5　同左

施　行　年　月　日 平成8年2月1日
平成8年4. 1 (データイ-ス負担金)

平成9年1月7日

(センターニュースNo.551,平成8年12月20日発行)

「オンライン・データベース利用ガイド(第16版)」発行のお知らせ

この度「オンライン・データベース利用ガイド(第1 6版) 」が発行されました。

7大学の全国共同利用大型計算機センター及び学術情報センターで描,それぞれデータベースのオ
ンラインサービスを行っており,利用者はコンピュータ・ネットワークあるいは交換回線(電話)な

どを介して手近な端末から,どのセンタ-のデータベースでも利用できるようになっています。
この利用ガイドは,各センタ-のデータベース・サービスの概略と簡単な利用法について解説した

ものです。ご希望の方は,氏名・身分・登録番号・所属を記入した文書で共同利用掛までお申し込み

ください。

(共同利用掛　ダイヤルイン　092-642-2305)

(センターニュースNo.551,平成8年12月20日発行)
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平成9年度CPU定額利用制度の試行運用のお知らせ

標記制度の試行運用について,下記のとおりお知らせします。

平成9年度C P U定額利用制度の試行運用について

平成9年4月1日より平成9年9月30日まで, CPU定額利用制度の試行運用を実施します。

これは,計算機システムに比較的余裕がある4月から9月までの間,演算負担金(CPU利用金額)

に限り,申請額(1万円又は10万円)の負担により,その5倍(5万円又は50万円)まで利用できる

制度です。

申請及び利用要領は下記のとおりです。

記

(1)申請について

・申請受付期間　　平成9年2月1日(継続申請受付開始日) ～平成9年6月30日(必着)

・申請方法

・申請区分

・申請の承認

・申請条件

添付の「CPU定額利用申請書」 (コピ-でも可)に必要事項を記入

の上共同利用掛に提出

〔「cpU定額利用申請書」の記入に際しては　(3) 「CPU定額

利用申請書」記入上の注意をご参照ください。 〕

1万円コース又は10万円コース

(ただし、共通負担額が加算されます。 )

「平成9年度c pU定額利用申請承認書」の送付

支払費目はすべての予算区分で利用できます。

1利用者につき1課題のみとします。

承認後の取消及びコース変更はできません。

※注意事項

◎実際の利用負担金の請求額は,演算負担金(CPU利用金額)のはかファイル負担金

入出力負担金等が加算されますので1万円又は1 0万円を超える予算額が必要となり

mm

◎支払費目の予算区分を科学研究費等で申請する場合,利用額が利用見込頓を超えると

9月30日までは「警告」とし, 「利用の打ち切り」にはなりませんので予算管理に

は十分ご注意ください。

(2)利用要領について

A. CPU定額利用制度の利用期間は,平成9年4月1日より平成9年9月30日までで,申

請し,承認された日からこの制度の対象となります。

B. CPU定額利用制度の利用範囲は,利用期間中の演算負担金(CPU利用金額)の合計
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額が5万円又は5 0万円までです。

なお,承認された日からの演算負担金の合計額が5万円又は5 0万円までは請求しま

せんが, 5万円又は5 0万円を超えて利用された部分は,規程に基づいて負担金を請求し

ます。
》…芦

C.演算負担金用のコマンド(TEI GAKU)で利用額が確認できます。

D. 1万円又は1 0万円の負担金は申請が承認された月の負担金になります。

E.ファイル負担金,入出力負担金等は本制度の対象外ですので境程に基づいて負担金を請

求します。

F.ジョブ負担金は,ジョブを投入した時点ではなく,出力を含めて終了した時点で確定す

るものとします。

(3) 「CPU定額利用申請書」記入上の注意について

1. 「申請区分」欄　　　　　　どちらか一方をチェックしてください。

2. 「*登録番号」欄　　　　　平成9年度新規に計算機利用の申請をされる方は記入不要

です。

3. 「*支払責任者番号」欄　　平成9年度新式に計算機利用の申請をされる方は記入不要

s*

※　不明な点は,共同利用掛(ダイヤルイン　092-642-2305 )までお問い合わせください。

(システム運用掛　ダイヤルイン　092-642-2307)

(センターニュースNo.551,平成8年12月20日発行)

科学研究費及び受託研究費による計算機利用のお知らせ

科学研究費及び受託研究費によりセンターの計算機を利用されている方に,利用期限が近づきまし

たので,以下のことについて,十分注意してください。

1.利用期限

科学研究費による計算桟の利用・ - 1月28日(火)または2月20日(木)

受託研究費　　　　　　　　. . .2月20日(木)

2.ジョブの依頼

例年1, 2月中はジョブが多く当該月内に処理できないことがありますので,科学研究費及び受

託研究熱こよる計算機利用で,特に長時間ジョブについては,早めに計算処理依頼を行ってくださ
い。

3.ジョブの出力

利用期限が2月2 0日(木)となっている科学研究費及び受託研究費のジョブで,利用期限当日

までに入力されても期限内に処理できなかったジョブ(実行途中のジョブも含む)は,キャンセル
処理をしますのでご了承ください。
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なお,利用期限が1月2 8日(火)の科学研究費のジョブについては,強制出力を行いませんの

で,計算負担金領を1月未で確定す

各自で出力まで行ってください。

る必要のある利用者は,必ず依頼したジョブを利用期限までに

(出力待ちの碓語と対処方法)

a. TS Sセションによる確認と対処方法

LOGON　コマンドでTS Sセションを開設後STATUS　コマンドで碇認します。

--　　　　　　　　~~~　　　　　　　　~~~~　　　　1

1

READY

STATUS
ヽ′ヽ.′ヽ.′ヽ.′ヽ′ヽノ

KEQ56211I JOB A79999K#(TSU02290) IS EXECUTING ON THIS TERMINAL　　　　①

KEQ56192I JOB A79999KA(JOB01836) IS WAITING FOR OUTPUT　　　　　　　　②

KEQ56197I JOB A79999KB(JOBO1853) IS WAITING FOR EXECUTION　　　　　　③

①は自セションです。 ②は出力持ちのジョブです。 ③は実行持ちのジョブです。

従って, ②③のようなジョブがある場合は出力または消去する必要があります0

このようなジョブが翌月に出力されると翌々月に請求されますので注意してください。

上記の例の場合次のように入力して出力または消去します。 ③のように実行持ちの

ジョブは出力できませんのでCANCEL　コマンドで消去します。

READY

CANCEL A79999KAOOB01836) PURGE　　　‥出力せずに消去しますo

CANCEL A79999KBUOB01853)
l　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一.

PURGE　　‥..実行待ちジョブを消去しますo

b. LPOUT (プリンタ出力用コンソール)による碓認と対処方法

センター2階受付桟またはオープン室に設置されたNLP, CL P桟のコンソールへ行き,登

録番号とパスワードを入力します。ジョブがある場合は"0" (出力)または``D" (消去)を

入力します。

4.ジョブの負担金キャンセル

ジョブの負担金キャンセルは,科学研究費による利用で利用期限が1月28日(火)のものは1

月3 1日(金)までに,利用期限が2月20日(木)のもの及び受託研究費による利用のものは2

月2 1日(金)までに,当該計算結果を添えて2階受付またはシステム運用掛にキャンセル依頼を

行ってください。

なお,連絡所からの利用者で上記期日までにキャンセル依頼が間に合わないと思われる方は,あ

らかじめシステム運用掛までご連絡ください。

5.利用負担金の請求

科学研究費による1月分の利用負担金の請求は2月初旬に, 2月分は2月末に請求処理を行いま

す。

なお,上記研究による利用での利用負担金は,校費等での振替払いはできませんので利用にあた

ってはご注意ください。

システムで行っている予算管理では,予算(当初の利用予定金額一実利用金額)

ていればセション,あるいはジョブを受け付けます.

ありますので十分ご注意ください。
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6.データセットの耽扱い

利用期限切れまたは予算オーバーとなった登録番号のデータセットは,翌月の8日に消去します

ので,必要なデータセットは各自で保存処理を行ってください。

なお,他登録番号(校費課題など)に移行するデータセットはアクセス権の設定が必要ですo

MS Pのデータセット

UX Pのデータセット

ADDSD.PERMIT　コマンドで他登録番号にALTER権(リネ

ームが可能)を与える。

他登録番号でアクセスできるようにchmod　コマンドで

READ権r (ディレクトリは検索権X　も)を与える。

(システム運用掛　ダイヤルイン　092-642-2307)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)

予算管理について

例年, 1-2月中は本センターへの計算処理依頼が最も多い時期になりますが,ジョブの増加に

伴い,すでに申請時の予算額を超えている登録者が多くなっています。また,継続申請もまもなく

始まります。そこで,利用者の予算額の取扱いについて,以下のとおりお知らせします。

従来,所属センターに申請する利用見込額は,第二センターの利用見込額も含めた総額を申請し

ていただいております。第二センターへ登録した場合,所属センターの利用見込額は,その分だけ

差し引かれた額となります。また,第二センターへ申請した利用見込頓は減額できません。

次に実際の利用額が利用見込領を超えた場合の予算管理については原則として,

国公私立学校根　　　　-- 「警告」
※ 「警告」というのは,警告のメッセージが表示され,実際の利用額が利用

見込額を超えた場合でも引き続き利用できることです。

科学研究費及び受託研究費等　--- 「利用の打ち切り」
※ 「利用の打ち切り」というのは,実際の利用額が利用見込額を超えた場合

自動的に利用できなくなることです。

と〔本センターではコマンド(CHARGE)により,利用者単位及び支払貴任者単位で,利用負担金が

確認できます。 〕しますので,各利用者で十分周知し,ご注意ください。

なお, 国公私立学校校費で「利用の打ち切り」を希望される場合は本センター共同利用掛(ダイ

ヤルイン　092-642-2305)に申し出てください。

その他の注意すべき事項は,次のとおりです。

打ち切り課題は打ち切り発生の翌月8日にファイル消去します。

利用見込額の残額が1円でもあれば,ジョブは受付・実行します。

科学研究費及び受託研究費の予算オーバー分の校費等での振替払いはできません。

国公私立学校校費の「警告」のメッセージはI o go n , l o gin　並びに出力リストの最

後に表示されますのでご注意ください。

ジョブ負担金は,ジョブを投入した時点ではなく,出力を含めて終了した時点で確定します。
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また,マスストレージ負担金,およびデータベ-ス負担金は月末に課金します.

(システム運用掛ダイヤルイン092-642-2307)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)
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平成8年度及び平成9年度利用申請受付のお知らせ

I.平成8年度利用申請の受付

本年度の利用申請(新規・追加)の受付期限は, 2月2　8日(金)までです。なお,料

学研究費による利用申請(新規・追加)の受付は, 1月3 1日(金)で締切ります。

Ⅱ.平成9年度利用申請の受付

1_　継続申請について

(1)　九大センターを「所属センター」としている場合

平成8年度に九大センターを所属センターとしている利用者には. 「計算枚利用
申請書(継続用) 」を1月下旬に送付しますので.引き続き利用を希望される方
は,継続用申請書の説明を熟読の上, 2月3日(月)から3月7　日(金)までの
間に九大センターで継続手続きを行ってください。

(2)　九大センターを「所属センター」とし,他センターを「第二センター」として
いる場合
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(3)　九大センターを「第二センター」としている場合

所属センターで継続の承認をうけたあとに,所属センターの用意したコマンドで
3月2 1日(金)までに九大センターへ継続手続きを行ってください0

2_　新規・追加申請について

平成9年度新規・追加利用申請の受付開始は平成9年3月10日(月)からです。

なお,九大センター及び他センターの申請種類別受付期間は.次のとおりです。

九大センター計算機利用申請(種類別)受付期間一覧表
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他センター計算機利用申請(種類別)受付期間一覧表

センター名 申　請　種　類　別 所属センターとしての受付期間 第二センターとしての受付期間

北大

センター

H8年度新規・追加
〝　　変更・取消

H9年度への継続
H9年度新規・追加
〝　　変更・取消
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東北大

センター

H8年度新規・追加
〝　　変更・取消
H9年度への継続

H9年度新規・追加
〝　　変更・取消

自　動　継

H9. 3.

H9. 4.
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東大

センター

H8年度新規・追加
〝　　変更・取消

H9年度への継続
H9年度新規・追加
〝　　変更・取消

H9. 2. 28

-H 8年度最終連用日
H9. 1. 27-H9. 3. 12

H9. 3. 1 7

H9年度運用開始日～

H9. 2. 28

-H 8年度最終運用日

H9. 2.　3-H9. 3. 21

H 9年度適用開始日～
H 9年度連用開始日～

名大
センター

H8年度新規・追加
〝　　変更・取消
H9年度への継続
H9年度新規・追加
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H8年度新規・追加

〝　　変更・取消
H9年度への継続
H9年度新規・追加
〝　　変更・取消

・H9. 2. 28

-H 8年度最終連用日
H9. 2.　3-H9. 3. 1 0

H9. 3. 1 1

H9年度連用開始日～

-H9. 2. 28

-H 8年度最終運用口

H9. 2.　　. H9. 3. 21

H 9年度連用開始日～

H 9年度連用開始日～

阪大
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<注>東北大センター　①平成9年度-の継続は,本センターを所属センターとする場合には,利用者から
の計算機利用取消の申出がない限り自動継続の扱いとする。

②平成9年3月8日から3月20日までの期間は,汎用コンピュータシステム更新
のため第二センターの受付はしない。

阪大センター　　　スーパーコンピュータ更新に伴う入替作業並びに年度末処理のため,受付期限を
早める。

なお,詳しくは各センターのセンターニュースを御覧ください。

(共同利用掛　ダイヤルイン092-642-2305)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)
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年度末におけるデータセットの処置について

平成8年度に継続申請がされていない登録番号下のデータセットは,以下のように4月中旬に消去

上蓋主のでその旨ご承知おきください。

必要なデータセットは,登録番号の利用期限切れ前までに磁気テ-プにバックアップするか,継続

申請する他の登録番号下に移行してください。

継続申請がない場合の処理

①MSP

・登録番号下のデータセットはすべて消去します。

・マスストレージ(MSD)に登録している場合, MSDグループの代表者が年度更新をして

いなければグループ全員のMSDのデータセットすべてを消去します。なお, MSDの登録

は,特別に取り消し申請をしない限り,グループ代表者の登録番号が年度更新をした時点で

自動的に継続します。

②UXP
UXP上とワ-クステーション上にある登録番号のディレクトリ下にあるファイルはすべて

消去します。

(システム管理掛　ダイヤルイン　092-642-2308)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)

計算機アクセス用電話番号の追加について

平成9年2月3日(月)から,端末サーバのISDN交換回線でのダイヤルアップ接続用として,釈

たに64Kbps(同期)のサービスを開始いたします。また,アナログ回線での最高通信速度を28.8Kbps
から　33.6Kbps -アップいたしますISDNでの同期接続を予定している方は,センター側の受けの

機材との相性が悪い場合もありますので,購入される前にネットワーク掛にご相談ください。

以下に,これらのサービスを含めた計算機アクセス用電話番号の一覧を示します。

計算槻アクセス用電話番号一隻
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・計算機アクセス用電話番号の追加について

平成9年2月3日(月)から,端末サーバのISDN交換回線でのダイヤルアップ接続用として,新

たに64Kbps(同期)のサービスを開始いたします。また,アナログ回線での最高通信速度を28.8Kbps

から　33.6Kbps -アップいたします。 ISDNでの同期接続を予定している方は,センター側の受けの

機材との相性が悪い場合もありますので,購入される前にネットワーク掛にご相談ください。

以下に,これらのサービスを含めた計算機アクセス用電話番号の一覧を示します。

計算機アクセス用電話番号一覧
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学情網アクセスポイント一覧

(ネットワーク掛　ダイヤルイン092-642-軍309)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)

端末サーバのISDN回線での64kbps (同期)接続サービス開始について

これまでアナログ回線での28.8Kbps (非同期), ISDN回線での38.4Kbps (非同期),の

接続サービスを行ってきましたが, 2月3日(月)からISDN回線での64Kbps (同期)

の接続サービスを開始します.これまでの端末サーバでのサービスと異なり以下のような

点で注意が必要です.

1.アクセスISDN電話番号　092-642-4251です.

発信側の電話回線はISDN回線でなければなりません.

2.無手順接続サービスはありません.

PPPによるダイヤルアップIP接続のみです.

3.ユーザ認証にUNIXログイン認証ではなく　PAPを使います.

PPP接続ではUMXログイン認証(スクリプトによるユーザ,パスワード交換)

ではなくPAP (Password Authentication Protocol)を用います.例えば, Windows95

でのダイヤルアップ接続初期画面でユーザ名とパスワードを入力しておくとPAP

認証を行います.

4・まだ,端末サーバO(yu-ts)上でpppregコマンドを入力してPPPユーザ登録を済ま

せていない方は無手順接続等で端末サーバにログインして登録を行ってください.

5.ユーザ側のIPアドレスはこれまで同様端末サーバから割り当てられます.

6・ユーザ側のパソコン端末はRS232Cのインタフェース速度が64Kbps以上に設定で

きるものでなければなりません.

7.モデムではなくISDN TA(ターミナルアダプタ)が必要です. PS232Cポートに接

続するISDN TAの場合,非同期・同期ppp変換をサポートするものが必要になり
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ます.また,当然端末とのインタフェース速度が64Kbps以上に設定できるもので

なくてはなりません.受けの機材との相性が悪い場合もありますので,購入される

場合は事前にネットワーク掛(092-642-2309)にご相談ください.

8.課金

接続時間1分あたり0.5円の課金が行われます.

(ネットワーク掛ダイヤルイン　092-642-2309)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)

srialpop (TTY無手順接続での簡易電子メールソフト)の運用について

2月3日(月)から,端末サーバ(kyu-ts)上でsrialpopの運用を開始いたしますo

sriaIpopとは

LAN接続されたパソコンでは,メールサーバ側にPOPCPost Office Protocol)サーバをおけば,市

販されているメールソフト( Winbiff,EudoraなどのPOPクライアント)を使って簡単にメールのやり

取りができます.しかし, LANに接続するにはLANボードやソフトなどの購入が必要ですので,旧型

のパソコン(例えばPC9801シリーズなどでLAN接続する予定がないもの)では上記のようなサ-ビスは

受けられません。

srialpopは, LANに接続されていないパソコンでも電話回線を使って同様のサービスを行うもので

す。

構成図

srialpopを使ってメールのやり取りをする場合の構成は次のようになります。

電話回線　　　　　　　　　　　　　LAN

パソコンく-〉モデムく一一一　「一一〉端末サーバ(srialpop)く一一〉メールサ-バ(wisdomなど)

092-642-4256

パソコンからsrialpop対応のメールプログラム(例えばⅤ血ail )を起動すると,設定された情報
にもとづいて端末サーバへ電話回線を介してログインします。ログインすると, srialpopを自動実行
してメールサーバとパソコン間のメールの交換を行います　srialpopでは,メールの送信・受信毎に
電話回線の接続/切断を行いますので通話料を節約します。

端末サーバ上ので設定

端末サーバ上で自分のアカウントのホ-ムディレクトリ下の.loginファイルにsrialpopを記述

します。設定方法は,端末サーバにログイン後以下のように入力するだけです。この設定は一度設定

しておけば結構です。

kyu-ts% echo srialpop 〉) ～/. login

これにより端末サーバにログインすると必ずsrialpopが起動されます。通常の接続でsrialpop
を終了したい場合は, exitを入力してください。
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パソコン側の設定

srialpop対応のプログラムvdmailを入手します.このプログラムはセンター2階のオープン機器

室にも置いてありますが, anonymous-ftpによる入手もできます。場所は以下の通りです.

PC98用　ftp. kyushu-u. ac. jp /pub/msdos/dmail/vdmail13. exe

入手後,ファイルを実行すると自動解凍します。その後の設定については解凍後に作成されるDOCデ

ィレクトリ下のファイルを参照してください。

メールサーバの設定上の注意

vdmailのメールサーバの設定では, kyu-cc(133.5.9. 1), wisdom(133.5.9.9)のいずれかを設定し

てください。

(ネットワーク掛　ダイヤルイン092-642-2309)

(センターニュースNo.552,平成9年1月16日発行)

M -VPP連携機能のパラメータ追加のお知らせ

汎用計算機M-1800/20UのMSPシステムからVPP700/56 -ジョブを投入するM-VPP連携機能

に, FORT.SYSINで指定した区分データセットのメンバすべてを翻訳するオプションELM(*)の代替パ

ラメータVPPsRC=POを追加しました.パラメータはカタログドプロシジャFORTに指定します.

【使用例】

区分データセットA79999A.PROG.FORTの全メンバを翻訳する.

//A79999AW JOB CLASS=W

//　EXEC FORT,VPP=YES,OPT工ON=J -Ps　-Wv,-m3¥VPPSRC=PO

//FORT.SYS工N DD DSN=A79999A.PROG.FORT,D工SP=SHR

//

なお, VPPSRC=POの指定は, VPP=YESが指定されたときのみ有効です.

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : f70029a@kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

M-VPP連携機能におけるバイナリデータの変換方法について

汎用計算機M-1800/20UのMgPシステムからVPP700/56へジョブを投入するM-VPP連携機能

を用いてM-1800/20U, VP2600/10用のバイナリデータ(IBM形式)をread/writeするFortranプロ

グラムは,必ずDD文のDATATYPEパラメータの第-パラメータにFBINを指定してください.
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//A79999AW JOB CLASS=W

//　EXEC FORT,VPP=YESJOPTION='-Ps -Wv,-m3;

//FORT.SYS工N DD DSN=A79999A.PROG.FORT,D工SP=SHR

//GO.FTOIFOOI DD DSN=A79999A. IN.DATA,DISP=SHR,DATATYPE=(FBIN)

//GO.FT02FOOI DD DSN=A79999A.OUT.DATA,DISP=(NEW,CATLG) ,UNIT=PUB,

/

　

/

/
・
/

SPACE=(TRK, (100, 10) ,RLSE) ,DATATYPE=(FB工Ⅳ)

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : f70029a魯kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

『VPP700/56利用の手引〈暫定版〉』について

rVPP700/56利用の手引』の暫定版をPostScript形式(150ページ,約10MB)のファイルとして

kyu-ccの/usr/local/doc/VPP700guide.psに公開します・

ファイルが大きいため,センター2階のネットワークプリンタでの両面印刷をお勧めします.

kyu-ccl/, lp -Tps -y "side-both" /usr/local/doc/VPP700guide.ps　田　く-一両面印刷

kyu-ccl/, lp -Tps /usr/local/doc/VPP700guide.ps　　　　　　　　　　　く一一片面印刷

なお,印刷命令はセンター内から出すようお願いします.

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : i70029a@kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

UNIX版SASのレベルアップのお知らせ

アプリケーション・サーバーqapls(IPアドレス133.5.8.40)上で公開しているUNIX版SASのバー

ジョンを6.09から6.11にレベルアップします.起動コマンドはsas611(/usr/local/bin/sas611)

です.また, 6.09も引続き公開します.

UNⅨ版SASはⅩサーバーが動作するワークステーション, Ⅹ端末で動作します.環境の設定方

法はセンターニュースNo.545を参照ください.

X Window環境以外からの利用

パーソナルコンピュータからtelnet経由でSASを利用する場合は, -fsdevice ascii.vtlOOま

た,罫線が文字化けする時は-fsdevice ascii.vtlOOnavオプションを付加することによりフルスク

リーン環境が起動します.
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qapls'/, sas611 -fsdevice ascii.vtlOOnav

SAS/GRAPHの出力デバイスの変更方法

SAS/GRAPHのグラフィックス出力デバイスをファイルから画面に変更するには,

goptions device=xcolor;

を指定します.また,ファイルの参照名をクリアする場合は, goptionのgaccessの指定を削除した
のち,

filename gsasfile;

を指定します.

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : f70029aakl・u-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

VPP700/56版MARC,Mentat 】公開のお知らせ

有限要素法による汎用非線形構造解析プログラムMARC K6.2をスーパーコンピュータVPP700/56

上で,また,会話型プリポストプロセッサMentat II 2.3をアプリケーションサーバーvhsun上でそれ

ぞれ公開します.

VP2600/10のMSPで公開中のMARCK5.2は, VP2600/10 の撤去にともない2月末日で運用を

停止します.ただし, MARCK5.2のプログラムおよび入出力データは汎用計算機M-1800/20UのMSP

システムにそのまま保存されます.

センターのワークステーションqviss, medicsで公開中の旧バージョンのMentatは3月末日で運用

を停止し,新バージョンに一本化する予定ですので,早めの移行をお願いします.

なお, MARC K6.2は1PEでの動作です.

O MARCの利用方法

◇利用環境

MARCの利用は汎用計算機M-1800/20UのUXPシステム(ホスト名kyu-cc, IPアドレス133.5.9.1)

からバッチリクエスト(NQS)により行ないます・ MSPからの利用はできません.

◇MSPからのデータ転送

従来のMSPの資産を引続き利用する場合は,汎用計算機のMSPシステム(ホスト名kyu-msp. IP

アドレス133.5.9.2)からkyu-ccにftpでデータを転送してください・
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fcyttrc鵡ま坤Kyilrmsp　◎
Connected蜘壇u-m叩1
220 Setvic母Seacty壬03~ new use*

耕ame <%^msp;a7M99a) ; a799&9a　由
33土Wser iname 6鮎y, need; paSSword

pa占S甘&r&:　　　◎

230 Useii- logged *&> proceed

ftp>i get marc.;<i醜a marc、dat　田

く-- kyu-ccから批p

<　　ID

く-- MSPのパスワード

く一一MARC.DATAをmarc.datとして転送

20p: Command; okay

ISゥFile醜誠us oK叩;about to ppeii data coiinection

22S Fileはari^fer coinpエet母
local:: marSl.d誠a- -rentote : marc.da尤

1209S36増加S宮守Ce主甘ed紬2v# second:s <」.?e+02　　tes/s)

ftp> quit　白　　　　　　　　　　　　　　　　　く- ftpの終了

22:1: ;Serョl:Cォ: C王o威喝CD軒TEOIi, conitection

MSP(kyu-msp)からUXP(kyu-cc) -のデータ転送では,以下の点に注意してください.

MARCの入力データは行番号をPFDのunnサブコマンドで取り除いて転送します.

●行番号付きのデータを転送した場合は,転送したファイルの73-80桁に行番号がついています.

行番号は以下の手順で取り除くことができます.

ky肘芯蛸cu‥Cト72: mafic.辻誠S: inarcl>3a&　薗

・UXP側の入力データファイルのサフィックスは必ず".dat"とします.

◇MARCの動作するディレクトリ

MARCの入力データファイルは　kyu-ccのホームディレクトリ下のVPPディレクトリに作成しま

す(VPP700/56でFortran, Cプログラムを実行する要額と同じです).

例として, MARC用のディレクトリMARCをvpp下に作成します.

坤U-;cc% cd ~押印　◎　　　<-一一mmGQ/mの作共用ヂィレク川に移動

kyu-ccl/. mkdir MARC　固　　く　MARC用のディレクトリの作成(あくまでも例です)

Kyu-:C:c^ c&吋姐8　◎　　　　<・巾村蛸C用のディレクトリ(伽-の務動

◇サンプルプログラム

MARCマニュアル《E編》の入力データ,ユーザーサブルーチン集を

/usr/local/doc/demo/marck62

に公開しています.各自コピーして参照下さい.

例では　e2xl.dat.e2x14.dat, u2x14.fをコピーしています.

鞄u-my.加血ar丑oc誠tfdoc紬moSffiarc」62: ¥ more
栂iihccft叩#ii:ar:/:ioc虹i/doc/Semolmarc恵62/e2xl.dat.由

短IiHcc^ cs Musr^iibcai^dipc/demo/marc女62/e2xl」.d醜,四
%yS一cc'/, cJ pisr7工oc迫/doc/ciemo/?maJck62/u2xl"&・f・　匂

<- -'覧表示

く一一　サンプルのコピー例
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◇MARCの動作するキュー

VPP700/56でのMARCの実行は, Fortran. Cと同様「バッチリクエスト」と呼ばれるシェルス

クリプトに処理手順を記述し, qsubコマンドでジョブを投入します・投入できるキューは以下の通りで

す.

キュー名 CPU時間 記憶域 処理形態

I易種GO#1.7GB

12。。ft1.7GB日I

バッチキューの指定を省略するとplキューに投入されます・

◇marck62コマンド

MARCの処理はmarck62コマンドで行ないます.

指定可能なオプションは以下の通りです.なお,これ以外のMARCオプションを指定すると,永久

待ちが発生する可能性がありますのでご注意ください.

-j idujobname

-proguprogname

-aseruusername

~saveuyeS

ジョブファイル名を与えます.通常は`'jobname.dat…という名前の入力デー

タファイルとなります.

ユーザーサブルーチン付のジョブを実行したときにセーブした実行ファイル

"progname.marc　を実行します.

ユーザーサブルーチン''username.f"を使って"username.marc"という名

前の新しい実行ファイルを作成し,実行します.

ユーザーサブルーチンを組み込んで作成した実行ファイル''username.marc

を保存することを指示します.

-ridurestart-name　リスタートファイルを出力するように指定して前もって実行したジョブのジョ

ブファイル名を与えます.

-pi.dupostname　　温度情報を持ったポストファイルを作成するために前もって実行したジョブ

のジョブファイル名を与えます.

-j>idusubstructure　サブストラクチャを使用するジョブで使用します.サブストラクチャファイ

ル名は"substructure.t31''となります.

MARCの入力データは常に"jobname.dat"というファイル名であることが必要です.つまり拡

張子は㌶・dat"となります.

●ユーザユーザーサブルーチンを使って作成した実行ファイルはかなりの容量となりますので注意願

います.

◇バッチリクエストの記述例

●ジョブe2xlを実行します.入力データはe2xl.datです.

#　　　　　　　　　　　　　　　<一一- csKを起動

cd MARC　　　　　　　　　　　く一一一　ディレクトリの移動

marck62 -jid e2xl　　　　く- MARCの実行

●ジョブe2x14をユーザーサブルーチンu2x14を使って実行します.ユーザーサブルーチンファイ

ルはu2x14.f,入力データはe2x14.datです.また,新規に作成された実行ファイルu2x14.marc
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をジョブの終了後も保存します.

港

eft MARC

mar:ck6:2; -jid:ォ2xl:4: -user: ii2xま4 -save, yes

●先の例題で作成した実行ファイルu2x14.marcを用いて再びジョブe2x14を実行します.

#

c吐けARC

raaxcM -j*& Wxi在-prog:サ2芸14

●リスタートオプションを記述したジョブe3x2aを実行します.

#

cd; MARC

marek6:2; -j油e3Ⅹ独

●　ジョブe3x2aの結果を用いてリスタートジョブe3x2bを実行します.

港

cd: MARG

marck62 -jid e3x2bニ出旦幽

◇バッチリクエストの投入

先の例の手順で作成したバッチリクエストファイル名をmarc.shとします.バッチリクエストの投

入はqsubコマンドです.

軸iji-:」c% gsufr ifflarci.地　固　　　　　　　　　　く- piをユーに投入

Request ll含6壬.::kjp-cc siibmitteel ifcb qtieuS:! ii>l.

Sキューに投入する場合は　-q sオプションをつけます・

fey.u-;c:cy* iqsufcコ退marcVati旬　　　　　　　<一一Sキューに投入
Regtiest l1262・鞄u-cc血bmitted紬queue: s,

なお,バッチリクエストの投入,状態表示,キャンセルの手順の詳細はセンターニュースNo.550.pp.13-

15,または『VPP700/56利用の手引《暫定版》 』を参照下さい・

◇ファイルとユニット番号の対応

MARCの使用するファイルとユニット番号は以下の通りです.
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サフィックス

Mentat IIの利用方法

◇利用環境

MentatII 2.3は,センター2階のユーザーインターフェースワークステーションvhsunで動作しま

す. vhsun-の登録方法は今号のセンターニュースを御覧下さい.なお, Mentat IIの利用は当面コン

ソールからの利用のみとします.

起動コマンドはmentat(/usr/local/bin/mentat)です.詳しい利用方法は,備えつけのマニュ

アルを御覧下さい.

◇VPP700/56とのディスク共有

vhsunのホームディレクトリ下のディレクトリ``VPP"は　kyu-ccと同様, VPP700/56の利用者の

ホームディレクトリにマウントされています.従って,このディレクトリに移動することでftpでデー

タの転送をすることなくMARCのプリポスト処理が可能です.

vhStin*/, cl WPMRC　◎
viistin%王胃　由
e2xl.daも e2XI.ti9

e2xl. but marc * sh

軸BixtiVt ment盆七　由

く一一一ディレクトリの移動(MARCはあくまでも内です)

<-一一MARCの作業用ファイルが参照可能

marc.sh.eliOSO

marc.sh.611030

<一一一朗ejitat IIの起動
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◇PostScriptファイルへの保存

MentatIIのグラフィックスはPostScriptファイルに保存することができます.メニューの《UTエLS》

の《Color file》または《Gray file》を選択して下さい.

●マニュアル

九州大学大型計算機センター4階図書室で閲覧可能です. Mentat II 2.3の日本語マニュアルはセン

ター2階のvhsun横に設置しています.

購入する場合は,直接日本マーク株式会社(03-3345-0181)に問い合わせください.

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : f70029a@kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

VPP700/56へのライブラリ移行のお知らせ

VP2600/10でサポートしていた以下のプログラムライブラリ(開発課題分)がVPP700/56でも利用

可能になりましたのでお知らせします.

プログラム名

CGJQ

CGLQ

DIFFID, DIFFIS

MIN MAX

PRESNL

CAOI

DA02

DB01-DB03

KNLI

VARI

TBSI

AACOUST

Gauss-Jacobi積分公式の係数

Gauss-Laguerre積分公式の係数

解析関数の数値微分

線形方程式のミニマックス解

一般化されたフレネル積分

計算修正による関数の極小点弟見

BCS方程式

クレプシュ・ゴルダン,ラカー. 9-J係数

生成座標方式による直交条件模型の積分核

微積分方程式または積分方程式変分原矧こよる錯乱境界条件解

厳密3体理論による量子学的3体系束縛状態のエネルギーと波動関数

建築音響解析ライブラリ

UXPからの利用

サブルーチン,関数型のライブラリは-lsslqオプションを付加してリンクします・

#

cd EXAMPLE

frt test.f90 -lsslq

a.out

なお, MINMAXを使用する場合は-lsslq -lnumpac, AACOUSTの場合は-lsslq -Issl2vpと指定

してください.

TBSlは従来と同じバッチリクエストで動作します.
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MSPからの利用

サブルーチン,関数型のライブラリはFortranのソースに記述するだけで自動的にライブラリが結

合されます.

TBSlをMSPから利用する場合は,従来のカタログドプロシジャVPGOとⅨEC文, DD文の指定が

異なりますので注意願います.

//A79999AI JOB CLASS=W

//　EXEC PGM=TBSl

//FT06FOOI DD SYSOUT=*

//FT05FOOI DD　*

(入力データ)

//

(ライブラリ室　ダイヤルイン092-642-2295 )

e-mail : f70029a@kyu-cc.cc.kyushu-u.ac.jp

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

UXP用学情網アクセスポイント及びINSパケット通信による利用方法の変更について

2月1 9日(水)から,標記接続での利用方法を以下のように変更いたします。

1) UXP用学情網アクセスポイント接続の場合

変更前

下表の学情網アクセスポイント一覧のいずれかに電話をかけNACSIS-NETの表示に続いて9817400

を入力しますと直接UXPCホスト名:kyu一cc)に接続されますO

変更後

下表の学情綱アクセスポイント一覧のいずれかに電話をかけNACSIS-NETの表示に続いて9817400

を入力しますと,一旦ワークステーション(ホスト名:kyu-x29)に接続されますのでUXPと同じロ

グイン名とパスワードを入力してログインします。その後はtelnetコマンド等でUXPに接続し

ます。

学情網アクセスポイントー覧

以下に,接続例を示します。

パソコンの通信パラメタを次のように設定します。通信速度は300-9600bpsの間で指定します。
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北海道地区の人がパソコンから北海道大学の学情網アクセスポイントに電話をかける場合の例です。

下線部が入力部分です。

atdp0117460608

***NACS IS- NET***

9817400

Coれt

UNIX(r) System V Release 4. 0 (kyu-x29)

login: k79999a

password:些墜
°

kyu-x29/-o telnet kyu-cc

UXP/M TELNET (kyu-cc)

login: k79999a

password: xxxx

kyu-cc% istrset -‥iskana7 -a '¥E(J'このコマンドで日本語コードを新J 1 Sに設定します。

2) UXP用I NSパケット通信接続の場合

変更前

I N Sパケット通信用電話番号(1-4401-9524311)に電話をかけますと直接UXP(ホスト名:kyu-cc)

に接続されます。

変更後　J

I N Sパケット通信用電話番号(1-4401-9524311)に電話をかけますと,一旦ワークステーション(ホ

スト名:kyu-x29)に接続されますのでUXPと同じログイン名とパスワードを入力してログインしま

す。その後はtelnetコマンド等でUXPに接続します。

以下に,接続例を示します。

パソコンの通信パラメタを次のように設定します。通信速度は300-19200bpsの間で指定します。

パソコンから以下のように入力して接続します。下線部が入力部分です。

くくPAD〉)

144019524311

COhl

UNIX(r) System V Release 4.0 (kyu-x29)

login: k79999a

password:些墜
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(ネットワーク掛　ダイヤルイン092-642-2309)

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)

kyu-x29% telnet kyu-cc

UXP/M TELNET (kyu-cc)

login: k79999a

password:些墜蔓

kyu-cc?o

可視化システムの利用について

センターニュースNo.549でお知らせしました可視化システムの可視化用サーバ(Silicon Graph-

yes i-Station)とユーザインターフェースワ-クステーション(FUJITSU S-7/300U)の利用法につい

てお知らせします。

1 )可視化システムのホスト名

可視化システムで動作するAVS等のソフトウェアは,コンソールから利用することで高速に描画

することができます。コンソール利用者の高速処理を保証するためとソフトウェアライセンスの制

約により,当面,

ンソールからの のみとします。

ホスト名と設置場所は以下のとおりです。

なお,可視化システムはどちらもATMインターフェースを備えており,センターとATMネット

ワ-クで接続されているため,スーパーコンピュータVPP700　と高速にデータ転送ができます。

*i-Stationには画像の入出力のためのS-VHS　レコーダとAO判プリンタが付属しています。

2)利用手続き

するにはセンターの
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センターに利用資格のない方はまず,センターに利用申請して利用者登録を行い,その後に可視化

システムの利用者登録を行うといった手続きが必要です。

a.センターへの新規登録申請

申請の手続きは,センター所定の「計算機利用申請書」に必要事項を記入し,センター共同利

用掛に提出してください。申請書用紙はセンタ-共同利用掛(電: 092-642-2305)にあります。

申請承認後,下記の計算機に利用者登録を行い,利用者宛「計算機利用承認書」を送付します。

kyu-cc (汎用コンピュータ　UXP)

kyu-msp (汎用コンピュータ　MSP)

wisdom (ライブラリサーバ)

kyu-ts (端末サーバ)

kyu-x29 (パケット用端末サーバ)

なお,スーパーコンピュ-夕kyu-vpp及びkyu-vpuxにも自動登録を行いますが,こちらは当

分の間, NQSによるバッチ利用のみでTSSは利用できません。

b.可視化用サーバi-Statinへの登録

i-Stationへの登録は利用者自身で行います。センターの利用者登録が済んだら研究室等の端

末から, kyu-cc (IPアドレス: 133.5.9.1)にIogin　して下記の手順で利用者登録を行ってくだ

さい。

C.ユーザインターフェースワークステーションS-7/300Uへの登録

S-7/300Uへの登録は利用者自身で行います。研究室等の端末から, kyu一cc (IPアドレス:

133.5.9. 1)にIogin　して下記の手順で利用者登録を行ってください。

% telnet 133.5.9.1
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d.登録時の注意点

センターがサービスしている各マシンはNIS管理をしていませんので,曇る、芝;こJゑ変夏

そのマシンの

また,サービス時間外

場合は登録できません。

のパスワードと

( 「7)サービス時間」参照)などで可視化システムが停止している

動作しているときに再度登録してください。

3)利用できるソフトウェア

可視化システムで動作するソフトウェアは以下のとおりです。

各ソフ.トウェアの利用マニュアルは各地区の可視化システムの横に置いています。

機　器 ソフトウェア名

トStation ビジュアリゼーション用ソフトウェア　AVS, Viz/Express

言語プログラム　　　　　　　　　　　Fortran90

C

S17/300U プリ・ポスト処理プログラム

汎用三次元流体解析システム

計算材料設計システム

非線形動的構造解析システム

ビジュアリゼーション用ソフトウェア

言語プログラム

言語処理支援

バッチ処理システム

α -FLOW入力モジュール

α-FLOW出力モジュール

MASPHYC/WB

FEMB

AVS, Viz/Express

Fortran90

C

VPP Workbench

NQS

4)可視化システムでのファイル利用

1)ホームディレクトリ

・可視化システムに対し利用者登録を行うと,可視化システムにホームディレクトリと下記のスタ
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-トアップファイルが自動作成されます。

・ホームディレクトリ　　/home/user/登録番号

・自動作成ファイル　　　.login　.cshrc　.logout VPP

(S-7/300Uのみ) .Xinitrc　.twmrc

・可視化システムのホームディレクトリ配下には自由にファイルの作成・消去などができます。

可視化システムのハードディスクに作成したファイルの利用負担金は不要です。

ただし,容量に限りがありますので利用者が作成したファイルは原則として最終参照日から2週

間で消去します。

従って, イルはユーザ アップ

2)スーパーコンピュータのファイルの利用(NFS)

可視化システムにはスーパーコンピュータVPP700の利用者ディスクをNFSマウントしていま

す。

可視化システムに利用者登録を行うと,ホームディレクトリの下に"VPP"というディレクトリが

自動作成されます。 S-7/300UのNQSを利用してVPP700でジョブを実行する場合,使用するソー

スプログラム,データは必ずホームディレクトリの"VPP"下に作成してください。

詳細はセンターニュースNo.550 「新スーパーコンピュータの利用方法について」を参照してく

ださい。

3)ファイル関連図

・可視化システム(WS)とVPP700

[車重]田

1515

二王=・ =

KYU一壷l

rTl

file
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・汎用コンピュータM-1800とVPP700

VPP700 /

!==

V一三三:二=

KYU-VPP

l■=il

＼

■=i

file

5) AO判プリンタへの出力

箱崎地区と筑紫地区にはi-Stationに付属してAO判プリンタを設置しています。

i-StationにIogin　してaOlpr (1はエル)コマンドで出力してください。

AO判で印刷した場合の所要時間は約1時間で,出力後,紙面の乾燥に約3 0分を要します。

プリンタの操作法はプリンタ装置の横に置いている「可視化システム使用説明書」を参照ください。

welcome to vhsgi

iRIX　6.2

login:

password :

コンソールの初期画面でIogin名とパスワードを入力する。

x4*^A's4/*1'*1'^1'n4'>4's-4*>^¥i#j*^^^^j*j*^j*j*^^o^j^j^jサj/j*jサ^j/j*¥i^jサj*^jサj^j*j^^*^^^

***　　　UXP charge　　= 42372 yen　　　***

***　　　MSP charge　　= 40320 yen　　　***

z ^ x z z y^^4l z x ^^y x x 4^4/^^^^^^4'^'^^'^'^'4'4'4'4'4'^^'^/^^^'^/4'^'^/

vhsgi% avs

avsで作成した回形ファイルや, psファイル

を用意する

vhsgi% aOlpr test,ps

test,ps　をこれからプリンタに送ります。

よろしいですか?(yIn) [y] :y_
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6)利用負担金

可視化システムのワークステーション,及びAO判プリンタを利用する場合は「九州大学大型計算

機センターの利用に関する暫定措置を定める規定」によって,下記の利用負担金が必要となります。

その他,スーパーコンピュータや汎用コンピュータでジョブを実行したり,ファイルを作成すると

演算負担金やファイル負担金など.使用した計算椀の利用負担金が必要となります。

・可視化用サーバ,ユーザインターフェースワークステーションの利用負担金

使用時間(loginからIogoutまで) 1分につき3円

・Å0判プリンタの利用負担金

用紙1枚につき　4, 000円

7)サービス時間

サービス時間は下記のとおりですが,停電等で利用できないことがありますので,機器室の掲示

等にご注意ください。

可視化システムについての問い合わせは各地区の管理窓口,または下記にお願いします。

大型計算機センター　システム運用掛　　　電話: 092-642-2307

E-mail :request@cc. kyushu-u. ac. jp

8)その他

可視化システムの利用についての詳細は「可視化システム使用説明書」を参照ください。使用説明

書,及びマニュアルは各地区の可視化システムの横に置いています。

またi-Stationから利用できるS-VHS　レコーダの操作法も「可視化システム使用説明書」を参照

ください。

(システム運用掛　ダイヤルイン　092-642-2307)

(センターニュースNo.553,平成9年2月10日発行)
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